
 

 

令 和 元 年 度 事 業 報 告 
 

事業の概要 
 
 令和元年度は、年度初めに「平成」から「令和」に改元され、気持ちも新たにスタート

した年度でありましたが、例年にないくらい降雪が少なかったことから除雪などの依頼が

ほとんどなく、年度末には新型コロナウィルスの感染拡大予防により、一部の公共施設管

理や学校開錠などの就業が停止となり、少なからずセンター事業にも影響がありましたが、

会員の入会促進を重点的に推進したほか、派遣事業での対応も含めた普及啓発や就業開拓

を展開いたしました。 

結果といたしまして、受託事業に関しましてはわずかではありますが前年度より 0.1％

増という結果となりまして、派遣事業に関しましては件数が +3件、契約額が +33.8％と、

ともに前年度を上回る結果となりました。 

また、年度内の新規入会者は 49名と前年度と比較いたしますと 15名多い新規入会とな

りまして、退会会員が 22名であったことから年度末では 27名の増となりました。 

今後の対応といたしましては、会員増を踏まえて会員が希望する職種に特化した就業開

拓や職種転換を提案しながら、就業機会の確保に努めていきたいと考えております。 
 
以下、令和元年度の事業成果並びに事項ごとの報告をいたします。 

 前年度比    （目標値）     

会 員 数 ３１９人(109.2％)  ３２０人 
新規入会会員数 ４９人(144.1％)  ４０人 

受託件数 1,062 件( 87.8％)  1,260 件 

就業延人員 24,118 人日( 99.5％)  25,500 人日 

契約金額 97,329,475 円(100.1％)  101,000,000円 

就 業 率 87.8％(3.6％減)  98％以上 

 

１．普及啓発活動の推進 

 会報シルバー「きたうら」を７月と１月の年２回発行し、普及啓発を目的としたリーフ

レット等を活用した地域に対するＰＲとして、仙北市が発行している広報紙にセンターの

案内チラシを折り込んでの全戸配布や発注促進、会員募集の記事を掲載したほか、電話帳

や地域新聞などに広告を掲載して普及啓発に努めました。 

 また、企業団体へのＰＲとして商工会の協力による派遣パンフレットの配布や役職員に

よる活動としてスーパーの店舗前にてリーフレット等の配布を実施し、仙北市文化祭に於

いては会員が作成した作品を展示しながら地域住民に対してＰＲいたしました。 

 

２．新規就業開拓と会員の加入促進 

 新規就業開拓のテーマである“会員一人一開拓”を掲げて、新規就業先の開拓を推進し、

会員の加入促進につきましては“会員一人がひとりを紹介”を合言葉に会員の口コミ等に

よる入会促進を実施いたしまして、８人の会員より紹介いただきまして９人の方々が新規

に入会いたしました。 

更に、２月を除き月１回の入会説明会を開催したほか、ハローワークの協力による相談

窓口を開設いたしましたが、６人の相談者があり、その内３人が入会いたしました。 

また、地域班会議に於いては地域ごとに会員の加入促進をお願いいたしました。 



 

３．ボランティア活動の推進 

角館、田沢湖、西木の３地区でそれぞれ計画し、落合運動公園周辺の桜の胴吹枝除去や

生垣の剪定作業、仙北市市民会館の駐車場並びに施設周辺の除草、清掃作業のほか、にし

き園敷地内の植木の冬囲い作業を実施いたしました。 

参加会員数としては全体で 30名となり、前年度より２名多い結果となりました。 

 

４．安全・適正就業の推進 

 日頃から会員の安全・適正就業に対する意識の高揚を図り、就業中及び就業途上におけ

る事故の未然防止と会員の適正な就業を推進する為、安全・適正就業委員会を年３回開催

いたしました。 

また、委員による就業現場パトロールに関しましては就業現場 14か所を巡回したほか、

事務局職員によるパトロールとして８か所巡回し、必要に応じて安全・適正就業推進員に

よる巡回パトロールを実施いたしました。その他、安全だよりを７月と 10 月の年２回発

行いたしまして、安全対策の徹底と事故防止の周知に努めたところであります。 

結果、令和元年度は上半期に傷害事故３件、物損事故３件が発生し、下半期には物損事

故が１件発生いたしましたが、今一度、会員一人ひとりに安全就業を意識していただき、

「安全は全てに最優先」を念頭に無事故日数を増やしていきたいと思っております。 

 

５．技能講習会の開催 

 令和元年度に開催した講習会といたしましては、県シ連主催の高齢者活躍人材確保育成

事業により「保育補助員講習」が開催され、３日間で６名の方々が修了されております。 

 

６．有料職業紹介事業の推進 

 職業安定法の特例に基づき実施可能な事業でありますが、有料職業紹介事業を活用する

べく求人や求職がなく、請負・委任による受託事業やシルバー派遣事業での就業が優先さ

れたこともあり、職業紹介事業での対応はありませんでした。 

  

７．シルバー派遣事業の実施 

 今年度も高年齢者が適正に就業する為の選択肢のひとつとして、雇用関係と判断される

内容の依頼などに対して派遣という形で対応いたしました。 

実績といたしましては 18 件の派遣先と 21 件の契約を取り交わし、44 人の会員を派遣

いたしまして、16,751,443円の契約金額となりました。 
 

 令和元年度 平成 30年度 増 減 

受注件数 ２１件 １８件 +３件 

派遣会員数 ４４人 ４５人 -１人 

就業延人員 3,509人日 2,869人日 +640人日 

契約金額 16,751,443円 12,515,730円 +4,235,713円 

 


